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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）０．１～５重量％の塩化ジメチルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共重合物
、
（Ｂ）０．１～５重量％のアクリル酸エチル／メタクリル酸共重合物、
（Ｃ）前記アクリル酸エチル／メタクリル酸共重合物を５０～１００％中和するのに十分
な量の塩基、
（Ｄ）５０～９８重量％の、水、Ｃ２～Ｃ３‐アルコール類またはその混合物から選ばれ
る溶剤、
（Ｅ）１～２０重量％の、推進剤としてのＣ３‐及びＣ４‐炭化水素
を含有する泡状化可能な組成物から成り、前記推進剤が、前記（Ａ）～（Ｄ）と共に耐圧
容器内に充填されており、この際、前記アクリル酸エチル／メタクリル酸共重合物と前記
塩化ジメチルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共重合物が２：１～５：１の重量割
合で存在していることを特徴とする毛髪処理用エーロゾルフォーム製品。
【請求項２】
前記塩化ジメチルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共重合物の少なくとも１種が、
２００～２５０の、単位陽イオン電荷当たり分子量として表わされる陽イオン電荷密度を
有することを特徴とする請求項１記載のエーロゾルフォーム製品。
【請求項３】
前記共重合物（Ｂ）の陰電荷数の、前記共重合物（Ａ）の陽電荷数に対する比が１：１～
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１０：１の範囲にあることを特徴とする請求項１又は２に記載のエーロゾルフォーム製品
。
【請求項４】
前記の泡状化可能な組成物から生じた泡が、糸引き性を有することを特徴とする請求項１
～３のいずれか１項に記載のエーロゾルフォーム製品。
【請求項５】
前記塩基の少なくとも１種が、アミノアルキルアルコールであることを特徴とする請求項
１～４のいずれか１項に記載のエーロゾルフォーム製品。
【請求項６】
前記の泡状化可能な組成物が、少なくとも１種の界面活性剤を含有することを特徴とする
請求項１～５のいずれか１項に記載のエーロゾルフォーム製品。
【請求項７】
前記界面活性剤の少なくとも１種が、少なくとも１種の非イオン性界面活性剤及びカチオ
ン性界面活性剤であり、前記非イオン性界面活性剤が、脂肪酸グリセリドエトキシレート
類、脂肪アルコールエトキシレート類、脂肪アミンエトキシレート類、脂肪酸アルカノー
ルアミドエトキシレート類、脂肪酸エステルエトキシレート類、エトキシル化された脂肪
酸糖エステル類、エトキシル化されたソルビタン脂肪酸エステル類、非エトキシル化され
た脂肪酸糖エステル類およびアルキルポリグリコシド類から成るグループより選ばれたも
のであり、前記カチオン性界面活性剤が、下記の一般式（Ｉ）：
・　　　　　　Ｎ（＋）Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｘ（－）　　　　（Ｉ）
〔上式にて、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、独立して互いにそれぞれ１～２２個の炭素原
子を有するアルキル基、アリール基、アルコキシ基、ポリオキシアルキレン基、アルキル
アミド基、ヒドロキシアルキル基又はアルキルアリール基であり、Ｘ（－）はアニオンを
示す〕を有するものであることを特徴とする請求項６に記載のエーロゾルフォーム製品。
【請求項８】
前記推進剤の少なくとも１種が、プロパン、ｉ‐ブタン、ｎ‐ブタンまたはジメチルエー
テル、またはこれらの混合物であることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載
のエーロゾルフォーム製品。
【請求項９】
前記組成物が、少なくとも１種の非イオン性の被膜形成性ポリマーを含有することを特徴
とする請求項１～８のいずれか１項に記載のエーロゾルフォーム製品。
【請求項１０】
前記の非イオン性被膜形成性ポリマーの少なくとも１種が、ポリビニルピロリドン及び、
ビニルピロリドンとエチレン性不飽和非イオン性コモノマー類との共重合物から成るグル
ープより選ばれたものであることを特徴とする請求項９に記載のエーロゾルフォーム製品
。
【請求項１１】
前記組成物が、少なくとも１種の毛髪染色物質を含有することを特徴とする請求項１～１
０のいずれか１項に記載のエーロゾルフォーム製品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明の対象は、塩化ジアルキルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共重合物と、部
分的または完全に中和されたアクリル酸アルキルまたはメタクリル酸アルキルおよびアク
リル酸またはメタクリル酸からの共重合物を含む組成物を含む毛髪処理のためのエーロゾ
ルフォーム製品である。
【０００２】
【従来の技術】
毛髪処理用のフォームは公知であり、普通毛髪セット用または整髪用の物質、起泡剤なら
びに適当な一般的に含水溶剤基剤から成る。このような調合物は、推進ガスによって、あ
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るいは機械的に作動するポンプ起泡装置によって、使用する直前に泡状化される。そのよ
うなフォーム製品の品質には種々の要求がなされるが、それは大雑把に言って二つのグル
ープに分けることができる。品質要求の一つのグループは、泡の質すなわち泡の状態に関
する。これには、例えば微細孔性または粗孔性、緻密性、泡の時間的安定性、毛髪上での
塗布性や拡がりなどが属する。品質要求の第二のグループは、毛髪に適用した後、泡が毛
髪に及ぼす作用、すなわち整髪性、例えば湿潤および乾燥状態での毛髪の手触り、櫛通り
、セット性、毛髪の負荷、毛髪の光沢などに関する。
【０００３】
フォーム製品の最適化には、実際特別の薬剤の添加によって、いくつかの品質要求、例え
ば泡の質の向上が達成されるが、他の品質要求、例えば整髪性または毛髪セット性の劣化
という代償を払うことになる。人髪への良好な直接性に基づく陽イオン性のポリマーがフ
ォーム製品にはしばしば含まれる。公知のフォーム製品としては、例えば以下の特許文献
１及び２に記載されるものがある。
【０００４】
【特許文献１】
ＤＥ３２１７０５９号
【特許文献２】
ＷＯ９９／２５３１１号
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記特許文献１から、特定の陽イオン性および陰イオン性のポリマーの組み合わせを含む
エーロゾルフォームが公知である。又、上記特許文献２から、一定の陽イオン性および陰
イオン性のポリマーの組み合わせを含む非エーロゾルポンプフォームが公知である。泡の
質および整髪せいならびに毛髪セット性に関して毛髪処理のためのフォーム製品の品質要
求をさらに最適化し向上させるという課題が存在している。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　今ここに、以下に記載されるフォーム製品によって上記の課題が解決されることが見い
だされた。この場合において、エーロゾルフォーム製品（Aerosolschaumprodukt）とは、
液体の泡状化可能な組成物から成り、推進剤と一緒に耐圧容器内に充填され、この容器に
はフォームヘッドが付いており、組成物は使用の直前に泡の形にすることができる製品を
いう。本発明の対象は、下記の成分：
（Ａ）０．１～５重量％の塩化ジメチルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共重合物
、
（Ｂ）０．１～５重量％のアクリル酸エチル／メタクリル酸共重合物、
（Ｃ）前記アクリル酸エチル／メタクリル酸共重合物を５０～１００％中和するのに十分
な量の塩基、
（Ｄ）５０～９８重量％の、水、Ｃ２～Ｃ３‐アルコール類またはその混合物から選ばれ
る溶剤、
（Ｅ）１～２０重量％の、推進剤としてのＣ３‐及びＣ４‐炭化水素
を含有する泡状化可能な組成物から成り、前記推進剤が、前記（Ａ）～（Ｄ）と共に耐圧
容器内に充填された毛髪処理用エーロゾル泡製品であって、この際、前記アクリル酸エチ
ル／メタクリル酸共重合物と前記塩化ジメチルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共
重合物が２：１～５：１の重量割合で存在していることを特徴とするものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明の組成物中に、共重合物（Ａ）は好ましくは０．０１ないし１０重量％、特に好ま
しくは０．１ないし５重量％の量で含まれる。本発明の組成物中に、共重合物（Ｂ）は好
ましくは０．１ないし１０重量％、特に好ましくは０．５ないし５重量％の量で含まれる
。共重合物（Ｂ）の共重合物（Ａ）に対する重量比は、好ましくは１：１以上１０：１未
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満の範囲、特に好ましくは２：１ないし５：１の範囲にある。共重合物（Ｂ）の陰電荷数
の、共重合物（Ａ）の陽電荷数に対する比は、好ましくは１：１ないし１０：１、特に好
ましくは３：１ないし８：１の範囲にある。
【０００８】
特別の実施態様において、本発明の組成物の起泡によって生成する泡は糸引き性を有する
。従って、本発明の対象は容器からの放出のあとに生成する泡が糸引き性を有することを
特徴とする、少なくとも一種の毛髪セット性ポリマー、少なくとも一種の推進剤および適
切な溶剤系を含む泡状化可能な組成物を含み、耐圧容器に充填された毛髪処理のためのエ
ーロゾルフォーム製品でもある。新しく造られた泡を少し二本の指、例えば親指と人差し
指の間に取り、指を離していくと、約２ｍｍ、好ましくは１ｍｍ未満の直径の蜘蛛の巣状
の糸が生成するとき、糸引き性が認められる。泡を下敷きの上に置いて、泡の表面に一本
の指を触れてから指を泡から引き離しても糸を認めることができる。毛髪に施したあとの
泡の非常に良い使用特性は多分とりわけ糸引き性およびそれによって向上した毛髪の架橋
によるものということができる。
【０００９】
本発明のフォーム製品は、髪型セットのために人髪に使用する場合特に、良い湿時の櫛通
り、良いドライヤー性、良い形状セット性、良好なカール定性、良い手触り性、特に滑ら
かな手触り、および負荷の減少の点で優れている。良いドライヤー性とは、本発明の製品
で湿った毛髪を処理した後、ドライヤー掛けの間のヘアブラシの毛髪内での滑り性が向上
することを意味する。
【００１０】
良好なカール定性に基づき、本発明の組成物は特にカールまたはウエーブした毛髪の処理
に適する。本発明の対象は、従って、（Ａ）少なくとも一種の塩化ジメチルジアリルアン
モニウム／アクリルアミド共重合物、（Ｂ）アクリル酸アルキルおよびメタクリル酸アル
キルから選ばれる第一のモノマー種と、アクリル酸およびメタクリル酸から選ばれる少な
くとも一種の第二のモノマー種とから形成される少なくとも一種の共重合物、（Ｃ）共重
合物（Ｂ）の部分的または完全な中和のための少なくとも一種の塩基および、（Ｄ）適当
な溶剤系を含む組成物のカールまたはウエーブした毛髪（カール定性）の処理または調製
への使用でもある。
【００１１】
塩化ジアルキルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共重合物（Ａ）
塩化ジアルキルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共重合物（Ａ）のアルキル基は、
好ましくは１～４個のＣ原子を有する。特に好ましいのはメチル基である。適した塩化ジ
メチルジアリルアンモニウム／アクリルアミド共重合物はポリクオータニウム‐７という
ＩＮＣＩ名を持ち、メルカット（登録商標）という商品名で市販されている。好ましくは
ポリマーは５００，０００ないし２０，０００，０００、特に１，０００，０００ないし
１０，０００，０００の範囲の分子量をもつ。陽イオン電荷当たりの分子量で表わされる
ポリマーの好ましい陽イオン電荷密度は、２００ないし２５０の範囲にある。適切なのは
例えばメルカット（登録商標）５５０またはメルカット（登録商標）５５０Ｌである。
【００１２】
（メタ）アクリル酸アルキル／（メタ）アクリル酸共重合物（Ｂ) 
共重合物（Ｂ）は、アクリル酸アルキルおよびメタクリル酸アルキルから選ばれる第一の
モノマー種と、アクリル酸およびメタクリル酸から選ばれる少なくとも一種の第二のモノ
マー種とから構成される。アルキル基は好ましくは１～４個のＣ原子を有し、例えばメチ
ル、エチル、プロピル、イソプロピルまたはブチルである。好ましい共重合物はアクリル
酸アルキル／メタクリル酸共重合物である。適したものは例えばアクリル酸エチル／メタ
クリル酸共重合物（ＩＮＣＩ名：アクリレート共重合物）であり、ルビフレックス（登録
商標）ソフトという商品名で市販されている。
【００１３】
中和剤（Ｃ）
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前記の共重合物（Ｂ）は、完全に又は部分的に中和された形態にて存在している。この中
和度は、遊離の酸基の数に対して少なくとも５０％、特に好ましくは７０ないし１００％
である。中和剤としては、原則的に全ての化粧品に適合性のある無機または有機の塩基が
使用できる。塩基の例は特にアミノアルコール、例えばアミノエチルプロパノール（ＡＭ
Ｐ）、トリエタノールアミンまたはモノエタノールアミン、さらにアンモニア、ＮａＯＨ
、ＫＯＨなどであり、アミノアルコール、特にＡＭＰが好ましい。
【００１４】
溶剤系（Ｄ）
本発明の調合物は、純粋な水性の媒体中、または好ましくは少なくとも５０重量％の水と
少なくとも５重量％のアルコールを含む水‐アルコール性の媒体中に調製される。この溶
剤系は好ましくは５０～９８重量％、特に好ましくは７５～９５重量％の量で含まれる。
アルコールとしては、特に化粧品用に普通に使われる炭素原子１～４個の低級アルコール
、例えばエタノールおよびイソプロパノールを含むことができる。追加の共溶剤(Co-Solv
entien) としては、０．１～１５重量％、好ましくは１～１０重量％の量の、４００℃未
満の沸点を有する有機溶剤または溶剤混合物を含有させることができる。追加の共溶剤と
して特に適したものは、ペンタン、ヘキサン、イソペンタンのような分枝の無いまたは分
枝のある炭化水素、およびシクロペンタンやシクロヘキサンのような環状炭化水素である
。この他の特に好ましい水溶性溶剤は、グリセリン、エチレングリコールおよびプロピレ
ングリコールである。
【００１５】
推進剤（Ｅ）
前記の推進剤（Ｅ）は、本発明のエーロゾル毛髪用泡状体中に好ましくは１～２０重量％
、特に好ましくは２～１０重量％の量で含まれる。推進剤としては、例えばｎ‐ブタン、
ｉ‐ブタン、プロパン、ブタンのような低級アルカン、またはそれらの混合物、ならびに
ジメチルエーテルまたは１，１‐ジフルオロエタンまたはテトラフルオロエタンのような
弗素化炭化水素、ならびにさらに考慮の対象になる圧力で気体状で存在する推進剤、例え
ばＮ2 、Ｎ2 ＯおよびＣＯ2 ならびに上記の推進剤の混合物が適している。特に適してい
るものはＣ３‐～Ｃ４‐炭化水素である。
【００１６】
界面活性剤（Ｆ）
好ましい実施形態では、本発明の泡製品中には更に追加して少なくとも１種の界面活性剤
（Ｆ）が含有される。この界面活性剤（Ｆ）は、好ましくは０．０１～１５重量％、特に
好ましくは０．０５～１０重量％の量で含まれる。適した界面活性剤は、乳化性、溶剤媒
介性、気泡形成性、泡強化性又は理髪性を有したものであり、カチオン性又は非イオン性
であることが好ましく、最高２０、好ましくは５～１８のＨＬＢ値を有するものである。
特に好ましい実施形態においては、非イオン性界面活性剤と同様に、カチオン性界面活性
剤が含まれる。
【００１７】
好ましい非イオン性界面活性剤は、エトキシル化された界面活性剤であり、この際、酸化
エチレン単位の数は１～１０００の間、好ましくは１～３００の間、特に好ましくは１～
１５の間にある。好ましいものは、それぞれ１～５０個の酸化エチレン単位を有する脂肪
酸グリセリドエトキシレート、脂肪アルコールエトキシレート、脂肪アミンエトキシレー
ト、脂肪酸アルカノールアミドエトキシレートおよび脂肪酸エステルエトキシレートであ
る。適した脂肪アルコールエトキシレートの具体例は、単独または混合物に添加されても
よいオキシエチル化されたラウリル‐、テトラデシル‐、セチル‐、オレイル‐またはス
テアリルアルコール、ならびにオキシエチル化されたラノリンの脂肪アルコールまたはオ
キシエチル化されたラノリンである。ヘンケル社からデヒドール（登録商標）の種類名で
、またはＩＣＩサーファクタンツ社からブリジ(Brij)（登録商標）の種類名で市販されて
いるエトキシル化された脂肪アルコールもまた、本発明の毛髪処理剤に好適である。脂肪
酸エステルエトキシレートとしては、とりわけジグリセリドエトキシレートが挙げられ、
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例えば、ＩＮＣＩ名がＰＥＧ－２５の水添ひまし油を含んだ２５個の酸化エチレン単位で
エトキシル化されたひまし油（アルラトーン（登録商標）Ｇ）、ＩＮＣＩ名がＰＥＧ－３
５のひまし油を含んだ３５個の酸化エチレン単位でエトキシル化されたひまし油（クレモ
フォール（登録商標）Ｅｌ）又は、ＩＮＣＩ名がＰＥＧ－４０の水添ひまし油を含んだ４
０個の酸化エチレン単位でエトキシル化された水添ひまし油（クレモフォール（登録商標
）ＲＨ４１０）である。更に好適な非イオン性界面活性剤は、エトキシル化された脂肪酸
糖エステル、特にポリソルベートとして知られるエトキシル化されたソルビタン脂肪酸エ
ステルであるが、ＩＣＩサーファクタンツ社からツィーン（登録商標）およびアルラセル
（登録商標）の商品名で市販されている脂肪酸糖エステル、ならびにヘンケル社からプラ
ンタレン（登録商標）またはプランタケア（登録商標）の商品名で、またはセピック社か
らオラミックス（登録商標）の商品名で市販されているアルキルポリグリコシドのような
エトキシル化されていない界面活性剤もまた好適である。
【００１８】
適したカチオン性界面活性剤は、第四級化アンモニウム基を有し、しかも、下記の一般式
（Ｉ）によって表すことができ、
・　　　　　　Ｎ(+) Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 　Ｘ(-) 　　　（Ｉ）
上式にて、Ｒ1 ～Ｒ4 は、独立して互いに１～２２個の炭素原子を有するアルキル基、ア
リール基、アルコキシ基、ポリオキシアルキレン基、アルキルアミド基、ヒドロキシアル
キル基、アリール基又はアルカリール基を示し、Ｘ(-) はアニオンを示し、例えばハロゲ
ン、アセテート、ホスフェート、ニトレート又はアルキルスルフェートであり、クロリド
又はブロミドが好ましい。この脂肪族基は、炭素原子及び水素原子の他に更に、架橋結合
やこの他の基（例えば更に別のアミノ基など）を含有しても良い。適したカチオン性界面
活性剤の具体例としては、アルキルジメチルベンジルアンモニウム塩のクロリド又はブロ
ミド、アルキルトリメチルアンモニウム塩（例えばセチルトリメチルアンモニウムクロリ
ド又は‐ブロミド）、テトラデシルトリメチルアンモニウムクロリド又は‐ブロミド、ア
ルキルジメチルヒドロキシエチルアンモニウムクロリド又は‐ブロミド、ジアルキルジメ
チルアンモニウムクロリド又は‐ブロミド、アルキルピリジニウム塩（例えばラウリル‐
又はセチルピリジニウムクロリド）、アルキルアミドエチルトリメチルアンモニウムエー
テルスルフェート、並びにカチオン特性を有した化合物（例えばアルキルメチルアミノキ
シド又はアルキルアミノエチルジメチルアミノキシドなどのアミノキシド）である。特に
好ましいものは、セチルトリメチルアンモニウムクロリドである。
【００１９】
別の好ましい実施態様においては、本発明の製品はさらに少なくとも一種の皮膜形成性の
非イオン性ポリマーを含有する。この非イオン性ポリマーは、好ましくは０．０１～１５
重量％、特に好ましくは０．５～１０重量％の量にて含有される。これは、合成の、天然
の、又は変性された天然のポリマーであって良い。好ましいものは、特に、本発明の薬剤
中に完全に溶けた状態で存在させるのに十分な水または水／アルコール混合物中への溶解
度を有するようなポリマーである。本発明において皮膜形成性のポリマーとは、使用時に
０．０１～５％の水溶液、アルコール溶液または水‐アルコール溶液又は分散液の状態で
あり、毛髪上でポリマー皮膜を析出するような重合体を言う。
【００２０】
適した合成の非イオン性の皮膜形成性ポリマーは、下記のモノマーの少なくとも一種から
構成されたホモ‐またはコポリマー、即ち、ビニルピロリドン、ビニルカプロラクタム、
ビニルエステル（例えば酢酸ビニル）、ビニルアルコール、アクリルアミド、メタクリル
アミド、アルキル‐およびジアルキルアクリルアミド、アルキル‐およびジアルキルメタ
クリルアミド、アルキルアクリレート、アルキルメタクリレート、プロピレングリコール
またはエチレングリコールであり、この際、これらのモノマーのアルキル基は好ましくは
Ｃ１－ないしＣ７－アルキル基、特に好ましくはＣ１－ないしＣ３‐アルキル基である。
好ましいものは、例えばビニルカプロラクタムの、ビニルピロリドンの、又はＮ‐ビニル
ホルムアミドのホモポリマー、ビニルピロリドンと酢酸ビニルとから成るコポリマー、ビ
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ニルピロリドンと酢酸ビニルとビニルプロピオネートとから成るターポリマー、ポリアク
リルアミド、ポリビニルアルコール、並びにポリエチレングリコール／ポリプロピレング
リコールコポリマーである。特に好ましいものは、ポリビニルピロリドン及び、ビニルピ
ロリドンと非イオン性コモノマーからのコポリマー（例えばポリビニルピロリドン／酢酸
ビニルコポリマーなど）である。適した天然の皮膜形成性ポリマーは、例えばヒドロキシ
アルキル化ポリサッカライド、特に、アルキル基中に好ましくは２又は３個の炭素原子を
有したヒドロキシアルキルセルロース又はヒドロキシアルキルグアーである。
【００２１】
特別な実施形態は毛髪色変更製品であり、特に色固定剤（Farbfestiger）である。この調
合物は、少なくとも１種の毛髪染色物質を含有している。この場合、この物質は、溶解性
のある有機染料であっても良く、特に、いわゆる直接染料であっても不溶性の無機又は有
機顔料であっても良い。
【００２２】
染料の総量は、本発明の前記薬剤中に約０．０１～７重量％であり、約０．２～４重量％
が好ましい。好ましい直接染料は、例えばトリフェニルメタン染料、芳香族性ニトロ染料
、アゾ染料、キノン染料、カチオン性又はアニオン性染料である。好ましいのは、以下の
ものである。
ニトロ染料（青色）：
１，４‐ビス〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン、１‐（２‐ヒ
ドロキシエチル）アミノ‐２‐ニトロ‐４‐〔ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐ベ
ンゼン（ＨＣブルーＮｏ．２）、１‐アミノ‐３‐メチル‐４‐〔（２‐ヒドロキシエチ
ル）アミノ〕‐６‐ニトロベンゼン（ＨＣバイオレットＮｏ．１）、４‐〔エチル‐（２
‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐１‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ‐〕‐２‐ニト
ロベンゼンヒドロクロリド（ＨＣブルーＮｏ．１２）、４‐〔ジ（２‐ヒドロキシエチル
）アミノ〕‐１‐〔（２‐メトキシエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣブルー
Ｎｏ．１１）、１‐〔（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ〕‐４‐〔メチル‐（２
‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣブルーＮｏ．１０）、１‐〔
（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ〕‐４‐〔エチル‐（２‐ヒドロキシエチル）
アミノ〕‐２‐ニトロベンゼンヒドロクロリド（ＨＣブルーＮｏ．９）、１‐（３‐ヒド
ロキシプロピルアミノ）‐４‐〔ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベン
ゼン（ＨＣバイオレットＮｏ．２）、１‐メチルアミノ‐４‐〔メチル‐（２，３‐ジヒ
ドロキシプロピル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣブルーＮｏ．６）、２‐（（４
‐アミノ‐２‐ニトロフェニル）アミノ）‐５‐ジメチルアミノ安息香酸（ＨＣブルーＮ
ｏ．１３）、１‐（２‐アミノエチル‐アミノ）‐４‐〔ジ（２‐ヒドロキシエチル）ア
ミノ〕‐２‐ニトロベンゼン、４‐（ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐２‐ニトロ
‐１‐フェニルアミノ‐ベンゼン。
【００２３】
ニトロ染料（赤色）：
１‐アミノ‐４‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣレッ
ドＮｏ．７）、２‐アミノ‐４，６‐ジニトロフェノール、１，４‐ジアミノ‐２‐ニト
ロベンゼン（ＣＩ７６０７０）、４‐アミノ‐２‐ニトロジフェニルアミン（ＨＣレッド
Ｎｏ．１）、１‐アミノ‐４‐〔ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベン
ゼンヒドロクロリド（ＨＣレッドＮｏ．１３）、１‐アミノ‐５‐クロロ‐４‐〔（２‐
ヒドロキシエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン、４‐アミノ‐１‐〔（２‐ヒドロキ
シエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣレッドＮｏ．３）、４‐（（２‐ヒドロ
キシエチル）メチルアミノ）‐１‐（メチルアミノ）‐２‐ニトロベンゼン、１‐アミノ
‐４‐（（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ）‐５‐メチル‐２‐ニトロベンゼン
、１‐アミノ‐４‐（メチルアミノ）‐２‐ニトロベンゼン、４‐アミノ‐２‐ニトロ‐
１‐（（プロプ‐２‐エン‐１‐イル）アミノ）‐ベンゼン、４‐アミノ‐３‐ニトロフ
ェノール、４‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐３‐ニトロフェノール、４‐〔（



(8) JP 4137713 B2 2008.8.20

10

20

30

40

50

２‐ニトロフェニル）アミノ〕フェノール（ＨＣオレンジＮｏ．１）、１‐〔（２‐アミ
ノエチル）アミノ〕‐４‐（２‐ヒドロキシエトキシ）‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣオレ
ンジＮｏ．２）、４‐（２，３‐ジヒドロキシプロポキシ）‐１‐〔（２‐ヒドロキシエ
チル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣオレンジＮｏ．３）、１‐アミノ‐５‐クロ
ロ‐４‐〔（２，３‐ジヒトロキシプロピル）アミノ〕‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣレッ
ドＮｏ．１０）、５‐クロロ‐１，４‐〔ジ（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ〕
‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣレッドＮｏ．１１）、２‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミ
ノ〕‐４，６‐ジニトロフェノール、４‐エチルアミノ‐３‐ニトロ安息香酸、２‐〔（
４‐アミノ‐２‐ニトロフェニル）アミノ〕‐安息香酸、２‐クロロ‐６‐エチルアミノ
‐４‐ニトロフェノール、２‐アミノ‐６‐クロロ‐４‐ニトロフェノール、４‐〔（３
‐ヒドロキシプロピル）アミノ〕‐３‐ニトロフェノール、２，５‐ジアミノ‐６‐ニト
ロピリジン、６‐アミノ‐３‐（（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐２‐ニトロピリジ
ン、３‐アミノ‐６‐（（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐２‐ニトロピリジン、３‐
アミノ‐６‐（エチルアミノ）‐２‐ニトロピリジン、３‐アミノ‐（（２‐ヒドロキシ
エチル）アミノ）‐６‐（エチルアミノ）‐２‐ニトロピリジン、３‐アミノ‐６‐（メ
チルアミノ）‐２‐ニトロピリジン、６‐（エチルアミノ）‐３‐（（２‐ヒドロキシエ
チル）アミノ）‐２‐ニトロピリジン、１，２，３，４‐テトラヒドロ‐６‐ニトロキノ
キサリン(nitrochinoxalin) 、７‐アミノ‐３，４‐ジヒドロ‐６‐ニトロ‐２Ｈ‐１，
４‐ベンゾキサジン(benzoxazin)（ＨＣレッドＮｏ．１４）。
【００２４】
ニトロ染料（黄色）：
１，２‐ジアミノ‐４‐ニトロベンゼン（ＣＩ７６０２０）、１‐アミノ‐２‐〔（２‐
ヒドロキシエチル）アミノ〕‐５‐ニトロベンゼン（ＨＣイエローＮｏ．５）、１‐（２
‐ヒドロキシエトキシ）‐２‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐５‐ニトロベンゼ
ン（ＨＣイエローＮｏ．４）、１‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐２‐ニトロベ
ンゼン（ＨＣイエローＮｏ．２）、２‐（ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐５‐ニ
トロフェノール、２‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐１‐メトキシ‐５‐ニトロ
ベンゼン、２‐アミノ‐３‐ニトロフェノール、１‐アミノ‐２‐メチル‐６‐ニトロベ
ンゼン、１‐（２‐ヒドロキシエトキシ）‐３‐メチルアミノ‐４‐ニトロベンゼン、２
，３‐（ジヒドロキシプロポキシ）‐３‐メチルアミノ‐４‐ニトロベンゼン、２‐〔（
２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐５‐ニトロフェノール（ＨＣイエローＮｏ．１１）、
３‐〔（２‐アミノエチル）アミノ〕‐１‐メトキシ‐４‐ニトロベンゼン‐ヒドロクロ
リド（ＨＣイエローＮｏ．９）、１‐〔（２‐ウレイドエチル）アミノ〕‐４‐ニトロベ
ンゼン、４‐〔（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ〕‐３‐ニトロ‐１‐トリフル
オロメチルベンゼン（ＨＣイエローＮｏ．６）、１‐クロロ‐２，４‐ビス〔（２‐ヒド
ロキシエチル）アミノ〕‐５‐ニトロベンゼン（ＨＣイエローＮｏ．１０）、１‐アミノ
‐４‐（（２‐アミノエチル）アミノ）‐５‐メチル‐２‐ニトロベンゼン、４‐〔（２
‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐３‐ニトロ‐１‐メチルベンゼン、１‐クロロ‐４‐〔
（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐３‐ニトロベンゼン（ＨＣイエローＮｏ．１２）、
４‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐３‐ニトロ‐１‐トリフルオロメチルベンゼ
ン（ＨＣイエローＮｏ．１３）、４‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐３‐ニトロ
ベンゾニトリル（ＨＣイエローＮｏ．１４）、４‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕
‐３‐ニトロベンザミド（ＨＣイエローＮｏ．１５）、３‐（（２‐ヒドロキシエチル）
アミノ）‐４‐メチル‐１‐ニトロベンゼン、４‐クロロ‐３‐（（２‐ヒドロキシエチ
ル）アミノ）‐１‐ニトロベンゼン。
【００２５】
キノン染料：
１，４‐ジ〔（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ〕‐９，１０‐アントラキノン、
１，４‐ジ〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ６１
５４５；ディスパースブルー２３）、１‐〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐４‐メ
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チルアミノ‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ６１５０５；ディスパースブルーＮｏ．３
）、２‐〔（２‐アミノエチル）アミノ〕‐９，１０‐アントラキノン（ＨＣオレンジＮ
ｏ．５）、１‐アミノ‐４‐ヒドロキシ‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ６０７１０；
ディスパースレッド１５）、１‐ヒドロキシ‐４‐〔（４‐メチル‐２‐スルホフェニル
）アミノ〕‐９，１０‐アントラキノン、７‐β‐Ｄ‐グルコピラノシル‐９，１０‐ジ
ヒドロ‐１‐メチル‐９，１０‐ジオキソ‐３，５，６，８‐テトラヒドロキシ‐２‐ア
ントラセンカルボン酸（ＣＩ７５４７０；ナチュラルレッド４）、１‐〔（３‐アミノプ
ロピル）アミノ〕‐４‐メチルアミノ‐９，１０‐アントラキノン（ＨＣブルーＮｏ．８
）、１‐〔（３‐アミノプロピル）アミノ〕‐９，１０‐アントラキノン（ＨＣレッドＮ
ｏ．８）、１，４‐ジアミノ‐２‐メトキシ‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ６２０１
５；ディスパースレッドＮｏ．１１、ソルベントバイオレットＮｏ．２６）、１，４‐ジ
ヒドロキシ‐５，８‐ビス〔（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐９，１０‐アントラキ
ノン（ＣＩ６２５００；ディスパースブルーＮｏ．７、ソルベントブルーＮｏ．６９）、
１，４‐ジアミノ‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ６１１００；ディスパースバイオレ
ットＮｏ．１）、１‐アミノ‐４‐（メチルアミノ）‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ
６１１０５；ディスパースバイオレットＮｏ．４、ソルベントバイオレットＮｏ．１２）
、２‐ヒドロキシ‐３‐メトキシ‐１，４‐ナフトキノン、２，５‐ジヒドロキシ‐１，
４‐ナフトキノン、２‐ヒドロキシ‐３‐メチル‐１，４‐ナフトキノン、Ｎ‐（６‐（
（３‐クロロ‐４‐（メチルアミノ）フェニル）イミノ）‐４‐メチル‐３‐オキソ‐１
，４‐シクロヘキサジエン‐１‐イル）尿素（ＨＣレッドＮｏ．９）、２‐（（４‐（ジ
（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）フェニル）アミノ）‐５‐（（２‐ヒドロキシエチル
）アミノ）‐２，５‐シクロヘキサジエン‐１，４‐ジオン（ＨＣグリーンＮｏ．１）、
５‐ヒドロキシ‐１，４‐ナフトキノン（ＣＩ７５５００；ナチュラルブラウンＮｏ．７
）、２‐ヒドロキシ‐１，４‐ナフトキノン（ＣＩ７５４８０；ナチュラルオレンジＮｏ
．６）、１，２‐ジヒドロ‐２‐（１，３‐ジヒドロ‐３‐オキソ‐２Ｈ‐インドール‐
２‐イリデン）‐３Ｈ‐インドール‐３‐オン（ＣＩ７３０００）、４‐（（５‐（（２
‐ヒドロキシエチル）アミノ‐１‐メチル‐１Ｈ‐ピラゾール‐４‐イル）イミノ）‐４
，５‐ジヒドロ‐５‐（（２‐ヒドロキシエチル）イミノ）‐１‐メチル‐１Ｈ‐ピラゾ
ール‐スルフェート（１：１）、水和物（１：１）。
【００２６】
塩基性染料：
９‐（ジメチルアミノ）‐ベンゾ〔ａ〕フェノキサジン‐７‐イウム‐クロリド（ＣＩ５
１１７５；ベイシックブルーＮｏ．６）、ジ〔４‐（ジエチルアミノ）フェニル〕〔４‐
（エチルアミノ）ナフチル〕カルベニウム‐クロリド（ＣＩ４２５９５；ベイシックブル
ーＮｏ．７）、ジ‐（４‐（ジメチルアミノ）フェニル）‐（４‐（メチル‐フェニルア
ミノ）‐ナフタリン‐１‐イル）カルベニウム‐クロリド（ＣＩ４２５６３；ベイシック
ブルーＮｏ．８）、３，７‐ジ（ジメチルアミノ）フェノチアジン‐５‐イウム‐クロリ
ド（ＣＩ５２０１５；ベイシックブルーＮｏ．９）、ジ〔４‐（ジメチルアミノ）フェニ
ル〕〔４‐（フェニル‐アミノ）ナフチル〕カルベニウム‐クロリド（ＣＩ４４０４５；
ベイシックブルーＮｏ．２６）、２‐〔（４‐（エチル（２‐ヒドロキシエチル）アミノ
）フェニル）アゾ〕‐６‐メトキシ‐３‐メチル‐ベンゾチアゾリウム‐メチルスルフェ
ート（ＣＩ１１１５４；ベイシックブルーＮｏ．４１）、８‐アミノ‐２‐ブロモ‐５‐
ヒドロキシ‐４‐イミノ‐６‐〔（３‐トリメチル‐アンモニオ）フェニル）アミノ〕‐
１（４Ｈ）‐ナフタリノン‐クロリド（ＣＩ５６０５９；ベイシックブルーＮｏ．９９）
、ビス〔４‐（ジメチルアミノ）フェニル〕‐〔４‐（メチルアミノ）フェニル〕カルベ
ニウム‐クロリド（ＣＩ４２５３５；ベイシックバイオレットＮｏ．１）、トリ（４‐ア
ミノ‐３‐メチルフェニル）カルベニウム‐クロリド（ＣＩ４２５２０；ベイシックバイ
オレットＮｏ．２）、トリス〔４‐（ジメチルアミノ）フェニル〕カルベニウム‐クロリ
ド（ＣＩ４２５５５；ベイシックバイオレットＮｏ．３）、２‐〔３，６‐（ジエチルア
ミノ）ジベンゾピラニウム‐９‐イル〕‐安息香酸‐クロリド（ＣＩ４５１７０；ベイシ
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ックバイオレットＮｏ．１０）、ジ（４‐（アミノフェニル）（４‐アミノ‐３‐メチル
フェニル）カルベニウムクロリド（ＣＩ４２５１０；ベイシックバイオレットＮｏ．１４
）、１，３‐ビス〔（２，４‐ジアミノ‐５‐メチルフェニル）アゾ〕‐３‐メチルベン
ゼン（ＣＩ２１０１０；ベイシックブラウンＮｏ．４）、１‐〔（４‐（アミノフェニル
）アゾ〕‐７‐（トリメチル‐アンモニオ）‐２‐ナフトール‐クロリド（ＣＩ１２２５
０；ベイシックブラウンＮｏ．１６）、３‐〔（４‐アミノ‐２，５‐ジメトキシフェニ
ル）アゾ〕‐Ｎ，Ｎ，Ｎ‐トリメチル‐ベンゼンアミニウムクロリド（ＣＩ１１２６０５
；ベイシックオレンジＮｏ．６９）、１‐〔（４‐アミノ‐２‐ニトロフェニル）アゾ〕
‐７‐（トリメチルアンモニオ）‐２‐ナフトール‐クロリド、１‐〔（４‐アミノ‐３
‐ニトロフェニル）アゾ〕‐７‐（トリメチルアンモニオ）‐２‐ナフトール‐クロリド
（ＣＩ１２２５１；ベイシックブラウンＮｏ．１７）、３，７‐ジアミノ‐２，８‐ジメ
チル‐５‐フェニルフェナジニウム‐クロリド（ＣＩ５０２４０；ベイシックレッドＮｏ
．２）、１，４‐ジメチル‐５‐〔（４‐（ジメチルアミノ）フェニル）アゾ〕‐１，２
，４‐トリアゾリウム‐クロリド（ＣＩ１１０５５；ベイシックレッドＮｏ．２２）、２
‐ヒドロキシ‐１‐〔（２‐（メトキシフェニル）アゾ〕‐７‐（トリメチルアンモニオ
）‐ナフタリン‐クロリド（ＣＩ１２２４５；ベイシックレッドＮｏ．７６）、２‐〔２
‐（（２，４‐ジメトキシフェニル）アミノ）エテニル〕‐１，３，３‐トリメチル‐３
Ｈ‐インドール‐１‐イウム‐クロリド（ＣＩ４８０５５；ベイシックイエローＮｏ．１
１）、３‐メチル‐１‐フェニル‐４‐〔（３‐（トリメチルアンモニオ）フェニル）ア
ゾ〕‐ピラゾール‐５‐オン‐クロリド（ＣＩ１２７１９；ベイシックイエローＮｏ．５
７）、ジ〔４‐（ジメチルアミノ）フェニル〕イミノメタン‐ヒドロクロリド（ＣＩ４１
０００；ベイシックイエローＮｏ．２）、ビス〔４‐（ジエチルアミノ）フェニル〕フェ
ニルカルベニウム‐ハイドロゲンスルフェート（１：１）（ＣＩ４２０４０；ベイシック
グリーンＮｏ．１）、ジ（４‐（ジメチルアミノ）フェニル）‐フェニルメタノール（Ｃ
Ｉ４２０００；ベイシックグリーンＮｏ．４）、１‐（２‐モルホリニウムプロピルアミ
ノ）‐４‐ヒドロキシ‐９，１０‐アントラキノン‐メチルスルフェート、１‐〔３‐（
ジメチル‐プロピルアミニウム）‐プロピル）アミノ〕‐４‐（メチルアミノ）‐９，１
０‐アントラキノン‐クロリド。
【００２７】
天然アゾ染料：
１‐〔ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐３‐メチル‐４‐〔（４‐ニトロフェニル
）アゾ〕‐ベンゼン（ＣＩ１１２１０；ディスパースレッドＮｏ．１７）、１‐〔ジ（２
‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐４‐〔（４‐ニトロフェニル）アゾ〕‐ベンゼン（ディ
スパースブラックＮｏ．９）、４‐〔（４‐アミノフェニル）アゾ〕‐１‐〔ジ（２‐ヒ
ドロキシエチル）アミノ〕‐３‐メチルベンゼン（ＨＣイエローＮｏ．７）、２，６‐ジ
アミノ‐３‐〔（ピリジン‐３‐イル）アゾ〕‐ピリジン、２‐（（４‐（アセチルアミ
ノ）フェニル）アゾ）‐４‐メチルフェノール（ＣＩ１１８５５；ディスパースイエロー
Ｎｏ．３）。
【００２８】
酸性染料：
６‐ヒドロキシ‐５‐〔（４‐スルホフェニル）アゾ〕‐２‐ナフタレンスルホン酸ジナ
トリウム塩（ＣＩ１５９８５；フードイエローＮｏ．３；ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．６）、
２，４‐ジニトロ‐１‐ナフトール‐７‐スルホン酸ジナトリウム塩（ＣＩ１０３１６；
アシッドイエローＮｏ．１；フードイエローＮｏ．１）、２‐（インダン‐１，３‐ジオ
ン‐２‐イル）キノリン‐ｘ，ｘ‐スルホン酸（モノスルホン酸とジスルホン酸との混合
物）（ＣＩ４７００５；Ｄ＆ＣイエローＮｏ．１０；フードイエローＮｏ．１３：アシッ
ドイエローＮｏ．３）、５‐ヒドロキシ‐１‐（４‐スルホフェニル）‐４‐〔（４‐ス
ルホフェニル）アゾ〕ピラゾール‐３‐カルボン酸トリナトリウム塩（ＣＩ１９１４０；
フードイエローＮｏ．４；アシッドイエローＮｏ．２３）、９‐（２‐カルボキシフェニ
ル）‐６‐ヒドロキシ‐３Ｈ‐キサンテン‐３‐オン（ＣＩ４５３５０；アシッドイエロ
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ーＮｏ．７３；Ｄ＆ＣイエローＮｏ．８）、４‐（（４‐アミノ‐３‐スルホフェニル）
アゾ）ベンゼンスルホン酸ジナトリウム塩（ＣＩ１３０１５；アシッドイエローＮｏ．９
）、５‐〔（２，４‐ジニトロフェニル）アミノ〕‐２‐フェニルアミノベンゼンスルホ
ン酸ナトリウム塩（ＣＩ１０３８５；アシッドオレンジＮｏ．３）、４‐〔（２，４‐ジ
ヒドロキシフェニル）アゾ〕‐ベンゼンスルホン酸モノナトリウム塩（ＣＩ１４２７０；
アシッドオレンジＮｏ．６）、４‐〔（２‐ヒドロキシナフト‐１‐イル）アゾ〕‐ベン
ゼンスルホン酸ナトリウム塩（ＣＩ１５５１０；アシッドオレンジＮｏ．７）、４‐〔（
２，４‐ジヒドロキシ‐３‐〔（２，４‐ジメチルフェニル）アゾ〕‐フェニル）アゾ〕
‐ベンゼンスルホン酸ナトリウム塩（ＣＩ２０１７０；アシッドオレンジＮｏ．２４）、
４‐ヒドロキシ‐３‐〔（４‐スルホナフト‐１‐イル）アゾ〕‐１‐ナフタレンスルホ
ン酸ジナトリウム塩（ＣＩ１４７２０；アシッドレッドＮｏ．１４）、４‐ヒドロキシ‐
３‐〔（２‐メトキシフェニル）アゾ〕‐１‐ナフタレンスルホン酸‐モノナトリウム塩
（ＣＩ１４７１０；アシッドレッドＮｏ．４）、６‐ヒドロキシ‐５‐〔（４‐スルホナ
フト‐１‐イル）アゾ〕‐２，４‐ナフタレン‐ジスルホン酸トリナトリウム塩（ＣＩ１
６２５５；ポンソウ４Ｒ；アシッドレッドＮｏ．１８）、３‐ヒドロキシ‐４‐〔（４‐
スルホナフト‐１‐イル）アゾ〕‐２，７‐ナフタレンジスルホン酸トリナトリウム塩（
ＣＩ１６１８５；アシッドレッドＮｏ．２７）、８‐アミノ‐１‐ヒドロキシ‐２‐（フ
ェニルアゾ）‐３，６‐ナフタレンジスルホン酸ジナトリウム塩（ＣＩ１７２００；アシ
ッドレッドＮｏ．３３）、５‐（アセチルアミノ）‐４‐ヒドロキシ‐３‐〔（２‐メチ
ルフェニル）アゾ〕‐２，７‐ナフタレンジスルホン酸ジナトリウム塩（ＣＩ１８０６５
；アシッドレッドＮｏ．３５）、２‐（３‐ヒドロキシ‐２，４，５，７‐テトラヨード
ジベンゾピラン‐６‐オン‐９‐イル）‐安息香酸ジナトリウム塩（ＣＩ４５４３０；ア
シッドレッドＮｏ．５１）、Ｎ‐〔６‐（ジエチルアミノ）‐９‐（２，４‐ジスルホフ
ェニル）‐３Ｈ‐キサンテン‐３‐イリデン〕‐Ｎ‐エチルエタンアンモニウム‐ヒドロ
キシド、分子内塩、ナトリウム塩（ＣＩ４５１００；アシッドレッドＮｏ．５２）、８‐
〔（４‐（フェニルアゾ）フェニル）アゾ〕‐７‐ナフトール‐１，３‐ジスルホン酸ジ
ナトリウム塩（ＣＩ２７２９０；アシッドレッドＮｏ．７３）、２’，４’，５’，７’
‐テトラブロモ‐３’，６’‐ジヒドロキシスピロ〔イソベンゾフラン‐１（３Ｈ），９
’‐〔９Ｈ〕キサンテン〕‐３‐オン‐ジナトリウム塩（ＣＩ４５３８０；アシッドレッ
ドＮｏ．８７）、２’，４’，５’，７’‐テトラブロモ‐４，５，６，７‐テトラクロ
ロ‐３’，６’‐ジヒドロキシスピロ〔イソベンゾフラン‐１（３Ｈ），９’〔９Ｈ〕キ
サンテン〕‐３‐オン‐ジナトリウム塩（ＣＩ４５４１０；アシッドレッドＮｏ．９２）
、３’，６’‐ジヒドロキシ‐４’，５’‐ジヨードスピロ〔イソベンゾフラン‐１（３
Ｈ），９’（９Ｈ）‐キサンテン〕‐３‐オン‐ジナトリウム塩（ＣＩ４５４２５；アシ
ッドレッドＮｏ．９５）、２‐ヒドロキシ‐３‐（（２‐ヒドロキシナフト‐１‐イル）
アゾ‐５‐ニトロベンゼンスルホン酸‐モノナトリウム塩（ＣＩ１５６８５；アシッドレ
ッドＮｏ．１８４）、（２‐スルホフェニル）ジ〔４‐（エチル（（４‐スルホフェニル
）メチル）アミノ）フェニル〕‐カルベニウムジナトリウム塩ベタイン（ＣＩ４２０９０
；アシッドブルーＮｏ．９；ＦＤ＆ＣブルーＮｏ．１）、１，４‐ビス〔（２‐スルホ‐
４‐メチルフェニル）アミノ〕‐９，１０‐アントラキノンジナトリウム塩（ＣＩ６１５
７０；アシッドグリーンＮｏ．２５）、ビス〔４‐（ジメチルアミノ）フェニル〕‐（３
，７‐ジスルホ‐２‐ヒドロキシナフト‐１‐イル）カルベニウム分子内塩、モノナトリ
ウム塩（ＣＩ４４０９０；フードグリーンＮｏ．４；アシッドグリーンＮｏ．５０）、ビ
ス〔４‐（ジエチルアミノ）フェニル〕（２，４‐ジスルホフェニル）‐カルベニウム‐
分子内塩、ナトリウム塩（２：１）（ＣＩ４２０４５；フードブルーＮｏ．３；アシッド
ブルーＮｏ．１）、ビス〔４‐（ジエチルアミノ）フェニル〕（５‐ヒドロキシ‐２，４
‐ジスルホフェニル）カルベニウム‐分子内塩、カルシウム塩（２：１）（ＣＩ４２０５
１；アシッドブルーＮｏ．３）、１‐アミノ‐４‐（シクロヘキシルアミノ）‐９，１０
‐アントラキノン‐２‐スルホン酸ナトリウム塩（ＣＩ６２０４５；アシッドブルーＮｏ
．６２）、１‐アミノ‐４‐（フェニルアミノ）‐９，１０‐アントラキノン‐２‐スル
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ホン酸（ＣＩ６２０５５；アシッドブルーＮｏ．２５）、２‐（１，３‐ジヒドロ‐３‐
オクソ‐５‐スルホ‐２Ｈ‐インドール‐２‐イリデン）‐２，３‐ジヒドロ‐３‐オク
ソ‐１Ｈ‐インドール‐５‐スルホン酸ジナトリウム塩（ＣＩ７３０１５；アシッドブル
ーＮｏ．７４）、９‐（２‐カルボキシフェニル）‐３‐〔（２‐メチルフェニル）アミ
ノ〕‐６‐（２‐メチル‐４‐スルホフェニル）アミノ〕キサンチリウム‐分子内塩、モ
ノナトリウム塩（ＣＩ４５１９０；アシッドバイオレットＮｏ．９）、１‐ヒドロキシ‐
４‐〔（４‐メチル‐２‐スルホフェニル）アミノ〕‐９，１０‐アントラキノンナトリ
ウム塩（ＣＩ６０７３０；Ｄ＆ＣバイオレットＮｏ．２；アシッドバイオレットＮｏ．４
３）、ビス〔３‐ニトロ‐４‐〔（４‐フェニルアミノ）‐３‐スルホフェニルアミノ〕
‐フェニル〕‐スルホン（ＣＩ１０４１０；アシッドブラウンＮｏ．１３）、５‐アミノ
‐４‐ヒドロキシ‐６‐〔（４‐ニトロフェニル）アゾ〕‐３‐（フェニルアゾ）‐２，
７‐ナフタレンジスルホン酸ジナトリウム塩（ＣＩ２０４７０；アシッドブラックＮｏ．
１）、３‐ヒドロキシ‐４‐〔（２‐ヒドロキシナフト‐１‐イル）アゾ〕‐７‐ニトロ
‐１‐ナフタレンスルホン酸クロム錯体（３：２）（ＣＩ１５７１１；アシッドブラック
Ｎｏ．５２）、３‐〔（２，４‐ジメチル‐５‐スルホフェニル）アゾ〕‐４‐ヒドロキ
シ‐１‐ナフタレンスルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ１４７００；フードレッドＮｏ．
１；ポンソウＳＸ；ＦＤ＆ＣレッドＮｏ．４）、４‐（アセチルアミノ）‐５‐ヒドロキ
シ‐６‐〔（７‐スルホ‐４‐〔（４‐スルホフェニル）アゾ〕ナフト‐１‐イル）アゾ
〕‐１，７‐ナフタレンジスルホン酸‐テトラナトリウム塩（ＣＩ２８４４０；フードブ
ラックＮｏ．１）、３‐ヒドロキシ‐４‐（３‐メチル‐５‐オクソ‐１‐フェニル‐４
，５‐ジヒドロ‐１Ｈ‐ピラゾール‐４‐イルアゾ）‐ナフタレン‐１‐スルホン酸ナト
リウム塩、クロム錯体（アシッドレッドＮｏ．１９５）。
【００２９】
更に毛髪染色のための、本発明の染色剤中に含有させることができる公知で一般的な染料
は、とりわけ、Ｅ．サガリン、”Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ，Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃ
ｈｎｏｌｏｇｙ”、インターサイエンス出版社、ニューヨーク（１９５７年）第５０３頁
以降、並びにＨ．ジャニスティン、”Ｈａｎｄｂｕｃｈ　ｄｅｒ　Ｋｏｓｍｅｔｉｋａ　
ｕｎｄ　Ｒｉｅｃｈｓｔｏｆｆｅ”、第３巻（１９７３年）第３８８頁以降、及び、Ｋ．
シュラーデル、”Ｇｒｕｎｄｌａｇｅｎ　ｕｎｄ　Ｒｅｚｅｐｔｕｒｅｎ　ｄｅｒ　Ｋｏ
ｓｍｅｔｉｋａ”、第２版（１９８９年）第７８２～８１５頁に記載されているものであ
る。
【００３０】
適した毛髪染色顔料は、使用媒質中において実際に溶解しない染料であり、無機系のもの
であっても有機系のものであっても良い。無機‐有機系の混合顔料もまた可能である。こ
の顔料は、好ましくはナノ顔料ではない。好ましい微粒子径は１～２００μｍであり、特
に３～１５０μｍであり、１０～１００μｍが特に好ましい。好ましいものは無機系顔料
である。この無機系顔料は天然由来物であっても良く、例えば炭酸石灰、黄土、アンバー
、緑土、焼シエナ土又はグラファイトから製造することができる。この顔料としては、例
えば酸化チタン又は酸化亜鉛などの白色顔料、例えば酸化鉄黒などの黒色顔料、例えばウ
ルトラマリン又は酸化鉄赤などの色彩のある顔料、光沢顔料、金属効果‐顔料、パール光
沢顔料、並びに蛍光性‐又はリン光性顔料が挙げられ、この際、顔料の少なくとも１種は
、色彩があって白色でない顔料であることが好ましい。適したものは、金属酸化物、‐水
酸化物及び‐酸化水和物、混合相顔料、硫黄含有珪酸塩、金属硫化物、複合金属シアン化
物、金属硫酸塩、‐クロム酸塩及び‐モリブデン酸塩、並びに金属自体（青銅顔料）であ
る。好ましいものは特に、二酸化チタン（ＣＩ７７８９１）、黒色の酸化鉄（ＣＩ７７４
９９）、黄色の酸化鉄（ＣＩ７７４９２）、赤色及び茶色の酸化鉄（ＣＩ７７４９１）、
マンガンバイオレット（ＣＩ７７７４２）、ウルトラマリン（ナトリウムアルミニウムス
ルホシリケート、ＣＩ７７００７、ピグメントブルー２９）、酸化クロム水和物（ＣＩ７
７２８９）、藍鉄土（フェロシアン化鉄、ＣＩ７７５１０）、カルミン（コチニール）で
ある。特に好ましいものは、マイカ‐又は雲母を基剤とする顔料であり、この顔料は、二
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酸化チタン又は酸塩化蒼鉛（Wismutoxychlorid）などの酸化金属又は金属オキシクロリド
、並びに必要に応じて更に別の着色材料（例えば酸化鉄、藍鉄土、ウルトラマリン、カル
ミンなど）によって積層されており、しかも、この際、この着色は積層厚みの変動によっ
て決定される。このような顔料は、例えばドイツのメルク社からロナ（登録商標）、コロ
ロナ（登録商標）、ディクロナ（登録商標）及びチミロン（登録商標）という商品名にて
市販されている。有機顔料は、例えば天然の顔料セピア、雌黄（Gummigutt)、骨灰、カッ
セラーブラウン（Kasseler Braun）、インジゴ、クロロフィル及び、この他の植物性顔料
である。合成有機顔料は、例えばアゾ顔料、アントラキノイド、インジゴイド、ジオキサ
ジン‐、キナクリドン‐、フタロシアニン‐、イソインドリノン‐、ペリレン‐及びペリ
ノン‐、金属錯体‐、アルカリ青‐及びジケトピロロピロール顔料である。
【００３１】
さらに本発明の製品は、毛髪処理剤用として普通の添加成分を含有しても良く、例えば０
．０１～０．５重量％の量の香油、０．０１～１．０重量％の量の、例えばパラベンなど
の保存剤、０．１～１．０重量％の量の、例えばクエン酸ナトリウムまたは燐酸ナトリウ
ムなどの緩衝剤、０．１～５重量％の量の、例えば植物エキスおよび薬草エキス、蛋白質
‐および絹加水分解物、ラノリン誘導体などの保護剤、０．０５～２０重量％の量の、例
えば揮発性または非揮発性のシリコン油または高分子量シロキサンポリマーなどの生理学
的に支障のないシリコーン誘導体、それぞれ０．０１～２重量％の量の、遮光剤、抗酸化
剤、ラジカル捕捉剤、ふけ取り剤、直接性の染毛剤、光沢剤及び櫛通り向上剤などである
。
【００３２】
本発明のエーロゾル泡製品は、泡状化のための装置（エーロゾル泡ヘッド）が設けられた
耐圧性エーロゾル包装体の中に充填される。このようなエーロゾル包装体から放出された
際には泡が形成され、この泡は、容易に毛髪に付着させることができ、付着した際には迅
速に毛髪上で崩壊する。
【００３３】
前記の本発明の化粧用薬剤は、所望の整髪および毛髪セット効果を達成するために十分な
量を、湿らせてタオルで乾かした毛髪に塗布し、付着させて、リンスなしに毛髪上にその
ままにしておく仕方で使用する。引き続いて、普通の方法で毛髪を形作ることができ、あ
るいは毛髪をセットすることができ、最後にドライヤーで乾かす。しかしながら、この薬
剤は、乾いた毛髪上に直接使用することも可能である。
【００３４】
このようにして、良好で、目の細かい泡品質を有した泡が得られ、この泡は、毛髪上で素
早く崩壊し、毛髪にうまく浸透させることができる。この泡は、良好なヘアドライヤー特
性（即ち、湿った状態の処理された毛髪をドライヤーで乾燥させる間の、ヘアブラシの特
に優れた滑り性）、湿った又は乾燥した毛髪の好ましい滑らかな手触り、良好な弾性、少
ない負荷、美しい光沢、及び強い固定力の点で優れている。
【００３５】
下記の実施例は、本発明の対象をさらに詳しく説明するためのものである。
【００３６】
【実施例】
下記に述べる作用物質混合物を、それぞれ４．８バールの推進剤としてのプロパン／ブタ
ンと９２：８の比率で、フォーム弁を有するエーロゾル容器に推進剤として充填した。記
載した泡の性質は、エーロゾル容器から放出したあとの新しく作られた泡に関するもので
ある。
【００３７】
泡の質と使用姓の評価は理髪店での実験で行い、この際被験者はそれぞれ同じ泡量で処理
した。泡および泡で処理した毛髪を、修練した理髪専門家によって感覚的に評価した。
【００３８】
実施例１：エーロゾルヘアフォームのための作用物質混合物
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【００３９】
【表１】

【００４０】
泡の質　泡１Ａ：非常に緻密、糸引き性
泡の質　泡１Ｂ：糸引き性少ない、粘い、ぬるぬる
【００４１】
使用性　泡１Ａ：
湿った毛髪で滑らかな手触り、良い湿時櫛通り、ドライヤー整髪時の良いドライヤー性、
カール整髪時の良いカール形成、カール整時の美しいカール形、乾燥時に生じる接着相、
美しい滑らかな手触り、負荷のない良い弾力性、非常に美しい光沢。
【００４２】
泡１Ｃ：糸引き性少ない、櫛通り悪い、乾燥髪で弾力性少ない、毛髪の定義少ない、セッ
ト性弱い、他の点では泡１Ａと対等。
【００４３】
実施例２：比較配合物
【００４４】
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【表２】

【００４５】
泡１Ａと比べた泡２Ａおよび２Ｂの評価：
ドライヤー性悪い、毛髪型形成困難、毛髪の外観ざらざらで光沢がない、毛髪の負荷が高
い
【００４６】
泡１Ａと比べた泡２Ｃおよび２Ｄの評価：
ドライヤー性非常に悪い、乾燥時の毛髪の外観光沢なくざらざら、毛髪の負荷べとべとし
て不快。
【００４７】
実施例３：エーロゾルフォームセット剤用作用物質混合物
メルカット（登録商標）５５０　　　　　　　　　　　　　　　　６．９ｇ
ルビフレックス（登録商標）ソフト　　　　　　　　　　　　　　５．６ｇ
アミノメチルプロパノール（９５％）　　　　　　　　　　　　　０．９ｇ
ビニルピロリドン／酢酸ビニル共重合物
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ラウレス－４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３ｇ
塩化セチルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　０．１５ｇ
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇとなる量
上記の作用物質混合物を、推進剤としての４．８バールのプロパン／ブタンと９２：８の
比率でフォーム弁を有するエーロゾル容器内に充填する。
【００４８】
実施例４：染料フォームセット剤
メルカット（登録商標）５５０　　　　　　　　　　　　　　　　６．９ｇ
ルビフレックス（登録商標）ソフト　　　　　　　　　　　　　　５．６ｇ
アミノメチルプロパノール（９５％）　　　　　　　　　　　　　０．９ｇ
ラウレス－４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ
３－（（（２－ニトロ－４－（トリフルオロメチル）フェニル）
アミノ）－１，２－プロパンジオール　　　　　　　　　　　　　０．１１ｇ
塩化セチルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　０．１５ｇ
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇとなる量
上記の作用物質混合物を、推進剤としての５バールのプロパン／ブタンと９４：６の比率
でフォーム弁を有するエーロゾル容器内に充填する。
【００４９】
実施例５：赤染料ムース
チミロン（登録商標）スターライトレッド（メルク）1)　　　　　５．００ｇ
メルカット（登録商標）５５０　　　　　　　　　　　　　　　　６．９ｇ
ルビフレックス（登録商標）ソフト　　　　　　　　　　　　　　５．６ｇ
アミノメチルプロパノール（９５％）　　　　　　　　　　　　　０．９ｇ
ラウレス－４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ
塩化セチルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　０．１５ｇ
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００ｇとなる量
1)赤い反射染料を含む雲母／二酸化チタン顔料
上記の作用物質混合物を、推進剤としての５バールのプロパン／ブタンと９４：６の比率
でフォーム弁を有するエーロゾル容器内に充填する。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、実施例１Ａに記載される発泡した本発明の組成物の糸引き性を示す写真
である。
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